
令和７年度公立高等学校入学者選抜　後期選抜　学力検査問題　　数　学　　正答・正答例及び評価基準
※解答欄に単位、語句等が印刷されている問題では、正しい単位、語句等が重複して書かれていても正答とする。
※複数の小問をあわせて配点しているものは、すべて正しい場合のみ正答とする。
※「正答または正答例」の欄に（例）と示されている小問では、前後の文脈により正答例と同等の内容であると判断できる場合の誤字、脱字は減点しない。

問題番号
正答または正答例

配点
評価上の留意事項

問 小問 小
問 計

１

⑴ 1 3

36

⑵ 8 x + 5 3 ⑵ は、「5 ＋ 8 x」 等 も 正 答
とする。

⑷ は、順序は問わない。

⑸ は、
「
－ 3
4 ±　　 」等も

正答とする。

⑽ は、定規とコンパスを使って、
点 Oを回転の中心として、
点Pを時計回りに30°だけ
回転移動させた点Qが作図
されているものを評価の対象
とする。
正答例の場合では、

・  線 分 OP を 1  辺 と す る
正三角形の∠ Oの二等分線
が作図され、その二等分線
上に OP ＝ OQとなる点 Q
がかかれているものを正答
とする。

・ 点 Qの位置を表す黒丸（ ）
の有無は問わない。

・ 正答例以外の作図もこれに
準ずる。

⑶ （x =） － 2 , （y =） 2 3

⑷ （  =）5 , 8 3

⑸ （x =） － 3 ± √1̄74 3

⑹ イ 3

⑺ － 12 （≦ y ≦） 0 3

⑻ エ 3

⑼ （∠ x ＝） 50 （°） 3

⑽

（例）

3

⑾ 1
9 3

⑿ 12（人） 3

問題番号
正答または正答例

配点
評価上の留意事項

問 小問 小
問 計

2

Ⅰ

⑴ 340（cm） ２

20

Ⅱ ⑴か、きは、順序は問わない。

Ⅱ ⑵は、⒜または⒞の内容 
が書かれているものを評価 
の 対 象 と し、 ⒜ ⒝ ⒠ 
ま たは⒞⒟⒠が書かれ 
ているものを正答とする。

⒜「11（100  ＋ b）」が書か
れている。

⒝「100  ＋ b は整数だから」
と同等の内容が書かれている。

⒞「1100  ＋ 11b」が書か
れている。

⒟「1100  、11bが11の倍数
で、11の倍数の和は11の倍数
である」と同等の内容が
書かれている。

⒠「11(100 ＋ b) は 11 の
倍数である」と同等の内容
が書かれている。

・  ⒝または⒟に不備がある
もの、⒠に不備があるもの
はそれぞれ 1点減点とする。

Ⅲ ⑴くは、「低い」等正答例と 
同等の内容が書かれている
ものを正答とする。

Ⅲ ⑴けは、正答例と同等の 
内容が書かれているものを
正答とする。

⑵ エ ３

⑶
え イ

3
お エ

Ⅱ

⑴
か 11

2
き 503

⑵

（例）

（1000  ＋ 100  ＋ 10 b ＋ b＝ ）
　 1100  ＋ 11 b 
＝ 11 （100  ＋ b）
100  ＋ b は整数だから、 
11 （100  ＋ b）は 11の倍数である。

4

Ⅲ
⑴
く （例）　小さい

3
け （例）　垂直

⑵ 6√6̄ （cm） 3

√1̄7
4

PP
ℓ

O

Q

問題番号
正答または正答例

配点
評価上の留意事項

問 小問 小
問 計

3

Ⅰ

⑴ （例）　一直線 2

24

Ⅰ ⑴は、正答例と同等の内容
が書かれているものを正答
とする。

Ⅰ ⑵うは、「90 － 4 x」等も
正答とする。

Ⅰ ⑵えは、「66.0」も正答と 
する。

Ⅰ ⑶おは、正答例と同等の 
内容が書かれているものを
正答とする。

Ⅰ ⑶ か は、⒜ ⒝ に ついて 
書かれているものを正答 
とする。

⒜ 「x = 5 ，y = 50 を代入する 
こと」と同等の内容が書か
れている。

⒝ 「b の 値 を 求 め る こ と 」 
と同等の内容が書かれて 
いる。

⑵

い － 4 1

う （y = ） － 4 x + 90   2

え 66 （℃） 2

⑶

お
（例）
かいた直線の切片の値を読みとる。

3

か
（例）

x = 5 ，y = 50 を代入して、
bの値を求める。

3

Ⅱ

⑴ エ 2

⑵ 6 （cm） 3

⑶ 8 3

⑷ （－12 , 72） 3

問題番号
正答または正答例

配点
評価上の留意事項

問 小問 小
問 計

4

Ⅰ

⑴ （例）　2 組の向かいあう辺 3

20

Ⅰ ⑴ は、「2  組 の 対 辺 」 等 
正答例と同等の内容が書か 
れているものを正答とする。

Ⅱ ⑴は、 ABE ∽ PCE の 
証明が完結しているものを 
評価の対象とする。
正答例の場合では、

・ ①、②及び ABE∽ PCEが
すべて書かれているものを
ABE ∽ PCE の証明が 

完結しているとする。
・ ①、②が書かれていても、 
①、②に至るまでの理由に
不備がある場合は、①、②の
それぞれについて 1 点減点
とする。

・ 「2 組 の角が、それぞれ 
等しい」という条件が書かれ 
ていない場合は、1 点減点 
とする。

・ 正答例以外の証明もこれに
準ずる。

Ⅱ ⑵②は、「 163 √3̄ 」も正答
とする。

⑵

① 135 （°） 2

② 16 √2̄ （cm2） 3

Ⅱ

⑴

（例）

ABEと PCEで、
対頂角は等しいから、
　∠AEB＝∠PEC …… ①
長方形㋑の向かいあう辺は 
それぞれ平行だから、 
AB // PCであり、
平行線の錯角は等しいから
　∠ABE＝∠PCE …… ②
①、②から、
2 組の角が、それぞれ等しいので、

ABE∽ PCE

4

⑵

① 30（°） 2

② 16 √3̄  
3  （cm） 3

⑶ （BE：EC ＝ ） 7：18 3


